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株式会社 国土地建 （0748）63-0680 双葉建設 株式会社 （0748）86-2616

サンコーコンサルタント 株式会社 大阪支店 （06）6121-5011 株式会社 メーサイ （06）6190-3371

株式会社 シマダ技術コンサルタント 大阪本社 （06）6392-5171 明治コンサルタント 株式会社 大阪支店 （072）751-1659

有限会社 ジオ・ロジック （072）429-2623 株式会社 ヨコタテック （06）6877-2666

株式会社 白浜試錐 （0739）42-4728

【賛助会員名簿】

会 社 名 電話番号 会 社 名 電話番号

株式会社 アーステック東洋 （075）575-2233 株式会社 ソルブレイン （06）6981-3330

株式会社 池田地質 （06）6797-2280 株式会社 中堀ソイルコーナー （06）6384-9069

株式会社 創研技術 （088）652-0077 株式会社 兵庫コンサルタント （0799）28-1074

株式会社 綜合技術コンサルタント （075）312-0653
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　2. 洪水吐をサイフォン形式にするなど当時としては斬新な設計 
　3. 国の登録有形文化財　平成９年指定 
　　なお、マルチプルアーチダムとしては、国内ではほかに２連の大倉ダムがある。 
＜沿革＞ 
　・大正 15 年　着工　
　・昭和 5年　竣工 
築造から半世紀余りの年月を経て、堤体の一部に漏水が生じるなどの老朽化がみられたことから、
　・昭和 63 年度　香川県営農地防災事業に着手 
　・平成 6年 3月　竣工（事業費：20 億円余り） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　引用（参考）：香川県、観音寺市、豊稔池土地改良区　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（濱田　記） 　
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　新年明けましておめでとうございます。昨年は、組合員及び業界の方々から多大なるご支
援とご協力を賜り本当に有難うございました。お蔭様で、センターの運営も中期経営計画に
沿って順調に進んでおります。今年も明るく元気に頑張りますので宜しくお願い申し上げま
す。
　昨年は、Ｍ７級の熊本地震、鳥取地震、福島県沖地震が発生しました。今もなお一部では
余震が続いていますが、被災者の方々が早く安心出来るようになることを願っております。
　これらの巨大地震は 100 ～ 150 年周期で発生しており、熊本地震は 120 年前、鳥取地震は
70 年前、福島県沖に関しては、Ｍ 8.5 の明治三陸沖地震・Ｍ 8.1 昭和三陸沖地震・Ｍ 9.0 の東
日本大震災があります。私達の近畿圏も、約 70 年前にはＭ 8 の南海地震と東南海地震があり
大きな被害を受けています。東日本大震災以降防災の意識は高まっていますが、東南海巨大
地震への備えとして、非常袋の準備・家族との避難場所の確認・地域の避難訓練の参加等を行っ
ておく。そして、遭遇した時は冷静に最悪の状況を想定し、行動することが命を守る事にな
ると思います。会社も個人も、今から出来ることはやっておきましょう。
　また、昨年 11 月 8 日に発生した「博多駅前陥没事故」も地盤が大きく関連しております。
日経コンストラクション（2016.11.28）によれば、切羽に出現する岩盤は砂質頁岩、その一軸
圧縮強度は 2.5 ～ 7.6MN/㎡、特にトンネル被り 2 ～ 3 ｍの風化した部分は 0.1 MN/㎡で、と
ても岩盤と言えるものではありません。
　例えば、大阪湾の Ma12 層でも 0.2 ～ 0.4 MN/㎡を示しております。想定断面図では、上位
の砂質土層や砂礫層等と区分され“岩盤”と表示されていますが、もう少し適切な表現はな
かったのでしょうか。また、前の事故（七隈線延伸工事（2014 年 10 月）の経験は生かされ
ていたのでしょうか。いろいろと感じるところはあります。地質調査に携わる皆さんはどう
感じられましたか。事故原因は今後、様々な観点から明らかにされていくものと思われますが、
地盤の評価や複雑な地層変化に対応した調査密度等、問題はなかったのか知りたいものです。
　センターの受注状況ですが、上半期では低めに設定した計画をも少し下回っておりました
が、下半期は少し回復する傾向にあります。全体としては、少し不足しており厳しい環境です。
中山専務理事を中心に役職員共々頑張っております。また組合員様に少しでも多くの還元を
実施したいと思っておりますので、皆様方のこれまで以上の積極的なご活用をお願い申し上
げます。
　センターは「組合員に、業界に、社会になくてはならない存在になる」を経営理念として
進めています。組合の重要な経営資源である人材と試験機・設備に関しては、Ｈ 27 年度に３
名の新人職員を採用し、将来を担う人材への投資を行いました。試験機器・設備も昨年度か
ら今年度にかけて更新を進めています。今年度は補助金を活用して将来を見据えた 2 件の事
業に取り組んでいます。一つは土質試験整理ソフトの統一化と、もう一つは一面せん断試験
機の更新です。整理ソフトは完成しており現在試行中です。せん断試験機は製作中ですが、5
月の総会ではご紹介できると思っております。

年頭のご挨拶

協同組合　関西地盤環境研究センター
理事長　髙村　勝年
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　私も、センター理事に就任して 18 年、理事長職も 10 年させて頂いております。実行力のある良い
理事に恵まれたのとアベノミクスの恩恵もあり、大胆な組織改革や設備投資を行う事が出来ました。
　そのお蔭で、業界の皆様方に高品質の成果品を提供できております。各団体の行事への参加や顧問
の先生方の学会等への外部広報活動もあり、センターの知名度も高くなりました。次は、このセンター
を次世代にどのようにして継承していくかが課題であります。5 月の総会で役員改選ですが、次期の人
事に関して理事会でも検討を始めております。総会では満場一致で承認される人選を行いご提案いた
します。
　英国のＥＵ離脱、トランプ氏の米国大統領就任、韓国大統領の任期内退陣などで世界経済はどの方
向に進むのでしょうか。ＴＰＰ問題、株価など日本経済も影響が出始めておりますが、これらの事象
が景気浮上のトリガーになることを期待しております。色々と大変ですが、地質・建設業界の地位向
上のために皆で頑張っていきましょう。各企業様の益々のご発展と皆様方のご健勝を祈念いたしまし
て、年頭の挨拶に代えさせて頂きます。
　最後に、私が時々眺めて鼓舞している訳詞を皆様にご紹介いたします。マッカーサーが連合国最高
司令官として日本に赴任し、その執務室に掲げて座右の銘としていた詞だそうです。一読して元気を
貰ってください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　青　春      

青春とは人生のある期間を言うのではなく心の様相を言うのだ
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と興味。
人は信念とともに若く　疑惑と共に老ゆる
人は自信とともに若く　恐怖と共に老ゆる
希望ある限り若く　失望と共に老い朽ちる

大地より、神、人より、美と喜悦、勇気と壮大そして偉力と霊感を受ける限り、人の若さは失われない。
これらの霊

れい

感
かん

が絶え、悲
ひ

嘆
たん
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原作 / サムエル・ウルマン　訳詞　岡田義夫
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　 平成 28 年 11 月 29 日（火）12 時 30 分より、大阪キャッスルホテル会議室において、理事 8 名
が出席して開催した。
　定款の定めにより、髙村理事長が議長に就任し議事進行を行った。

 

 1 ）一般経過報告
 10 月の会議・会合・行事について報告した｡
 2 ）10 月分事業報告の件
 ① 試験実施状況報告
  試験依頼件数 257 件、受注金額は 24,396 千円、請求金額は 24,758 千円、未試験金額、  
  27,372 千円｡
 ② 収支実績報告
  入金額 24,509 千円。
 3 ）第 37 期臨時総会及び講演会等担当確認の件
 4 ）年末・年始の業務及び年賀の件
 5 ）ジオ・ラボネットワーク経営懇談会・臨時会開催報告の件　
 6 ）その他の件

 1 ）組合職員冬期賞与支給検討の件　　　　　　　　  　　　
 2 ）組合員新規加入申込みの件
 3 ）組合規程類改定の件　
 ① 賃金規程
 ② 退職金規程
 ③ 組織及び職務分掌規程　
 4 ）その他の件

定例理事会 Regular board of directors１１月

［報告事項］

［審議事項］

　 　 　  ☆  お 知 ら せ  ☆ 　

新規加入組合員
・会　社　名　　土質コンサル株式会社　
・代　表　者　　牧田 準一郎　
・住　　　所　　茨木市玉櫛 2– 18–3
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第 37 期臨時総会開催報告

　11 月 29 日　第 37 期臨時総会を大阪キャッスルホテルにて開催致しました。
窪田理事が開会を宣し、次に髙村理事長が挨拶を行いました。その後、寺西副理事長が議長に指
名され、議事は滞りなく進められ終了致しました。
　本臨時総会に引き続き、講師をお願い致しました関西大学名誉教授・当センター顧問の西形 達
明様より、「文化財城郭石垣と耐震技術」についてというテーマで、「城郭石垣の概要、石垣の地
震時挙動と変形、石垣の耐震性の向上、熊本城石垣の崩壊について」など約 1 時間にわたりご講
演を頂きました。
　懇親会では、大阪府中小企業団体中央会の向井氏の挨拶のあと、一般社団法人関西地質調査業
協会 田中理事の乾杯の発声で和やかに始まり、熱い歓談が行われ、盛会の内に終了致しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責：森辰義）

髙村理事長の挨拶 総会会場の様子

西形先生の講演 関西協会田中理事の挨拶
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「中小企業 新ものづくり・新サービス展」に出展しました

　11 月 14 日～ 16 日大阪南港インテックス大阪にて開催された「新ものづくり・新サービス展」
に出展致しましたので報告いたします。
　新ものづくり・新サービス展は、「ものづくり補助事業」を活用して、全国の中小企業が生
み出した新しい製品・技術・サービスの成果を発表する場であり、広くビジネスマッチング
を図ることを目的とした、全国中小企業団体中央会主催の展示会です。
　ものづくり補助金を取得した実績のある企業の展示であり、「新規事業のアイディアを探し
ている」「自分たちの事業を加速させる新しいアイディアに出会いたい」と、多くの事業者方々
がビジネスマッチングを目的に見学されていました。
　当センターは、「平成 26 年度補正ものづくり・商業・サービス革新補助金」にジオ・ラボ
ネットワークの代表として応募し、採択を受ける事ができました。平成 27 年 10 月より取り
組んできた成果として『地盤試験データの互換性向上およびデータ作成ソフトの統一システ
ムの構築』が完成したことにより、中央会から展示会参加の機会をいただき出展することが
できました。補助金事業の成果発表の場であるとともに、【（協）関西も地盤環境研究センター】

を広くＰＲする内容で展示できました。
　公式発表によると本年度の展示会来場者数は、東京・大阪会場合わせて 50,000 人、大阪会
場の来場者数は 25,000 人でした。この展示会は、出展者の 8 割が製造業で大半が金属加工業
の方が占めていました。これまでセンターとしては、地盤工学会全国大会・全地連技術フォー
ラム・地質調査業協会イベント等のブース展示に参加して来ましたが、地質調査業に関連し
た行事でした。此のたびは異業種の中へ、新しい機会と挑戦を求めての出展となりました。
　このような場に出展することにより、センターという土質試験専門機関の存在、地質調査
業の重要性、世の中への貢献度が広く一般の方々へ知られるきっかけになることを期待して、
今後とも継続していきたいと思っています。

協同組合　関西地盤環境研究センター
橋本　篤

cal-05
テキストボックス
【(協)関西地盤環境研究センター】

cal-05
ノート注釈
cal-05 : Marked

cal-05
ノート注釈
cal-05 : Marked
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ミニ講習会を開催しました。

　ミニ講習会を 11 月 9 日 3F 会議室において開催しました。教育・技術委員会では、センター
で開催する見学会や、講習会、研修会などの企画、運営をしております。
　今回は、教育・技術委員会主催行事として、委員 3 名が講師となり、センター職員を対象に、

「河川堤防の耐浸透性能照査について」「盛土の安定」「液状化」をテーマに講習していただき
ました。ミニ講習会は、実務者、設計者と試験者が交流を通じて不明な点などを活発に話し
合うことができる、身近なセンターを目指して開催いたしました。
　「河川堤防の耐浸透性能照査について」では、耐浸透性能評価の方法や照査に必要な地盤情
報および照査事例、について講義がなされました。その中で、室内透水試験より求められる
透水係数や三軸試験より求められる粘着力及びせん断抵抗角などの試験結果のわずかな差位
が対策の要否につながるなど、室内試験の重要性を再認識する機会となりました。
　「盛土の安定」では、盛土に関連した崩壊・被害事例をはじめとし、安定計算や原位置試験
と室内試験の関連性などについて講義がなされました。その中で、盛土材料を室内試験で正
確に評価し、確実に施工することで盛土の安定性が高まる事など、現場と室内試験の連携の
必要性を再認識しました。
　「液状化」では、液状化のメカニズムと液状化判定について講義がなされました。液状化判
定は、地下水位・深度と粒度（細粒分含有率 Fc）・塑性指数により必要かどうか判断され、室
内試験の結果が利用されている事など、我々が実施している室内試験の重要性を認識しまし
た。
　講義を受けて設計者の方々が、我々の試験結果をどのように利活用されているか、試験条
件は適切か、データに妥当性があるかなどを考える良い機会となりました。
　これを機に、委員会活動における企画・運営等にも生かしていきたいと考えています。　

協同組合　関西地盤環境研究センター
教育・技術委員会事務局　金津　正子

・「河川堤防の耐浸透性能照査について」

 基礎地盤コンサルタンツ株式会社　
  深井　晴夫
・「盛土の安定」

 株式会社ダイヤコンサルタント　　　
  鏡原　聖史
・「液状化」

 中央復建コンサルタンツ株式会社　　
  金村　和生



‒ 7 ‒

�

�

�

�

��������������������������

��������������������������

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

人間、今が一番若いんだよ。
明日より今日の方が若いんだから。
いつだって、その人にとって今が一番若いん
だよ。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　永　六輔

明けましておめでとうございます。本年も、センターを宜しくお願い申し
上げます。
新年 1 回目のちょっといい話ですが、永六輔さんの言葉にしています。
時間の大切さを感じたので、今を大事に今年も頑張っていければと思って
おります。お暇な時に一読してみてください。                       （稲田　記）

【参考文献】：http://iyashitour.com/meigen/theme/genki/7
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新年明けましておめでとうございます。
　

２０１７年がスタートしました。皆さんはどの様なお正月を迎えられたのでしょうか。

　おせち料理やお餅を食べてお酒を飲んで、正月太りで体重が気になっていませんか？

さて、今年の干支は「酉年」です。

　干支の各動物には意味が込められています。酉年の「にわとり」は、新年の最初に鳴く鳥のた

め縁起が良いとされています。また、商売関係に縁起のよい干支とされており、「取り込む」で商

売に繋がるといわれ、これから運気もお客も取り込めるという意味もあります。

　今年、私たちの業界もこの意味の通り良い年でありますように。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山口　記）

編集後記




